


















学術雑誌は， 1665 年の Philosophical Transactions および Journal des 
Sçavans の創刊以降，最重要の学術情報資源のひとつに成長した。2007 年 7
月現在，世界の逐次刊行物を収録するデータベース Ulrichsweb（本稿 2.（1）
②参照）で｢発行継続中の学術的な逐次刊行物｣という条件で検索するとヒット





WWW）の普及やソフトウェア技術の向上，SGML や HTML 等の標準開発の進

















逐 次 刊 行 物 に つ い て の 世 界 最 大 の レ フ ァ レ ン ス ツ ー ル で あ る Ulrich's 
Periodicals Directory およびそのウェブ版の Ulrichsweb を用いることによっ
て，以下のことがらが確認できる。  
①Ulrich's Periodicals Directory におけるタイトル数の推移 
本書に｢オンラインで利用可能な逐次刊行物｣（印刷版があるものとないもの，
どちらも含まれる）のタイトル数が初めて登場したのは 1989-1990 年版（当時
の誌名は Ulrich's International Periodicals Directory），その数は 2,131 であ
った。それが 2007 年版では 51,446 にまで増えている（ちなみに収録誌の総数






































図 1 ｢オンラインで利用可能な逐次刊行物｣のタイトル数の推移（Ulrich's 




Ulrichsweb は Ulrich's Periodicals Directory のオンライン版であり，発行
継続中 /廃刊の区別や学術誌（｢Academic/Scholarly｣）の指定が可能であるため，
より詳細な検索ができる。2007 年 7 月現在，｢学術的な逐次刊行物で発行継続
中のタイトルの内，オンラインで利用可能なもの｣という条件で検索すると
25,518 タイトルヒットする。  
1995 年の時点では，学術的な電子ジャーナルのタイトル数は 100 を超える
に過ぎないという調査結果が出ていた（Harter 等は｢学術的な査読付き電子ジ
ャーナル｣のタイトル数を 131 と算出，Hitchcock 等は｢STM（Science, 




なお，上の 25,518 タイトルの内，デューイ十進分類法（Dewey Decimal 
Classification. 以下 DDC）の分野ごとの割合を示したものが図 2 である。｢自
然科学｣と｢技術｣のタイトルが過半数を占めているものの，人文・社会科学分野






















図 2 電子ジャーナルの分野別割合（2007 年 7 月。Ulrichsweb を用いて算出）  
 
  出版社についても分析しておこう。確かに，電子ジャーナルを扱う商業出版
社の寡占化が，特に STM の分野で指摘されて久しい。Elsevier， Springer 
Science+Business Media（2004 年に Kluwer Academic Publishers を吸収合
併，その時点で世界第 2 位の STM 出版社になった），Taylor & Francis，
Blackwell Publishing，Wiley が 5 大商業出版社といえるが，2007 年 2 月に
Wiley が Blackwell の買収完了を発表，その後統合作業を進めており，STM 分
野での寡占化は将来さらに進むと思われる。  
だが，5 大（4 大）商業出版社以外から発行されるタイトルも多いことが表 1
から分かる。表 1 は，  5 大（4 大）商業出版社が発行する電子ジャーナルのタ
イトル数（2007 年 7 月現在）を，本稿 2.（1）②の条件（｢学術的な逐次刊行
物で発行継続中のタイトルの内，オンラインで利用可能なもの｣）で｢自然科学｣
と｢技術｣の分野，および全分野について算出し，全タイトル数におけるシェア



















5 大出版社の合計  4,190 5,867
全タイトル数  14,720 28,169
5 大出版社の全タイトル
数におけるシェア  28.5％ 20.8％
表 1 電子ジャーナルの出版タイトル数と全体におけるシェア（ 2007 年 7 月。
Ulrichsweb を用いて算出。分類番号が複数付与されているタイトルもあるので，数






米国研究図書館協会（Association of Research Libraries）加盟図書館のコ
レクションや支出，サービス等を調査した ARL Statistics 2004-05 によれば，
電子的逐次刊行物（electronic serials）に対する支出は統計の開始以来増加し
ており，1994-1995 年は 1 館当たり平均約 18 万 8 千ドル（年間）であったも
のが，2004-2005 年には約 304 万ドル（同）にまで増えている。図書館資料費
の中で占める割合についても同様であり，調査回答館全体で見ると，1994-1995
年では電子的逐次刊行物への出費は全資料費の約 2.3%であったが，2004-2005
年版では約 31.8%を占めるに至っている７。  
また，英国の図書館に関する様々なデータを収集分析した LISU Annual 
Library Statistics 2006 によれば，英国の高等教育機関の逐次刊行物に対する

























図 3 日本の国公私立大学の電子ジャーナルの総所蔵種類数の推移（文部科学省 .  平
成 17 年度｢学術情報基盤実態調査｣の結果報告（概要） .（online） , available from < 
http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/index20/07012502/001.pdf >, （ accessed 
2007-07-28） .）  
 
・総所蔵種類数（年度末日現在）                                  単位：種類  
年度  11 12 13 14 15 16 
国立大学  19,633 54,443 171,422 340,012 424,843 504,356
公立大学  4,380 6,654 6,479 27,405 35,613 38,986
私立大学  39,978 85,228 141,826 229,129 389,647 683,810
合計  63,991 146,325 319,727 596,546 850,103 1,227,152
 
・平均所蔵種類数（年度末日現在）                                単位：種類  
年度  11 12 13 14 15 16 
国立大学  198 550 1,732 3,505 4,883 5,797
公立大学  61 90 86 361 463 534
私立大学  83 171 277 436 716 1,230




移（文部科学省 .  平成 17 年度｢学術情報基盤実態調査｣の結果報告（概要）.（online）,  
available from < http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/index20/07012502/001.pdf >, 




らかになっている（Tenopir は欧米の 200 以上の調査を分析し，この点を確認
している）９。この点を本稿では，日本の国立大学図書館協議会の電子ジャー
ナルタスクフォースが，大学における電子ジャーナルの利用実態等を把握する
ために 2001 年と 2003 年の 2 回実施した『大学における電子ジャーナルの利用
の現状と将来に関する調査』で確かめたい。2001 年の調査では，10 の国立大




年は 36.5％であったが，2003 年は 51.9％と増加した。  
・今後の研究活動のために電子ジャーナルが｢絶対必要｣と回答した者は，
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